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八代広域行政事務組合議会令和５年１０月定例会会議録 

 

１．招集年月日 令和５年１１月１日(水) 

 

１．招集場所  八代広域行政事務組合議場 

 

１．出席議員及び欠席議員の氏名 

（１）出席議員（10人） 

     １番 成 松 由紀夫 君     ２番 村 川 清 則 君 

     ３番 増 田 一 喜 君     ４番 橋 本 幸 一 君 

     ５番 金 子 昌 平 君     ６番 中 村 和 美 君 

     ７番 堀 口   晃 君     ８番 野 﨑 伸 也 君      

９番 西 尾 正 剛 君    １０番 上 田 健 一 君 

（２）欠席議員（なし） 

      

１．説明のため会議に出席した者の職、氏名 

    管理者        中村 博生 君（八代市長） 

    副管理者       藤本 一臣 君（氷川町長） 

監査委員       江﨑 眞通 君 

消防長        上野 三郎 君 

総括審議員兼危機管理監兼会計管理者 

 今田 博士 君 

次長兼指令課長    垣下 孝幸 君 

    次長兼八代消防署長  谷口 研朗 君 

    鏡消防署長      宮永 恭宏 君 

首席審議員兼総務課長 久保田 宏之君 

警防課長       永吉 秀博 君 

    予防課長       北田 浩信 君 

    会計課長       岩本 信弘 君 

 

１．職務のため議場に出席した職員の職、氏名 

総務課長補佐     岩村 一穂 君   

会計課会計係長兼総務課主査 

 小林 裕明 君 

総務課主任      本永 太一 君 

総務課主任      松村  浩 君 

総務課主事      尾本 多基 君 

 

１．議事日程（第 1号） 

    日程第１ 議席の指定 

    日程第２ 副議長の選挙 
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日程第３ 会期の決定 

日程第４ 議第１６号 令和４年度八代広域行政事務組合一般会計歳入 

歳出決算について 

日程第５ 議第１７号 令和５年度八代広域行政事務組合一般会計補正 

予算（第２号）について 

    日程第６ 議第１８号 八代広域行政事務組合火災予防条例の一部改正 

について 

     

１．会議に付した事件 

    １．日程第１ 

    １．日程第２ 

    １．日程第３ 

    １．日程第４ 

１．日程第５ 

１．日程第６ 

１．休会の件（１１月２日から１１月２３日まで） 
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（午前１０時００分 開議） 

 

○議長（増田一喜君） おはようございます。 

（「おはようございます」と呼ぶ者あり） 

これより、八代広域行政事務組合議会令和５年１０月定例会を開会いたします。 

    

〇議長（増田一喜君） 会議に入ります前に、松田達之君の辞職に伴い、氷川町から

本組合議員として新たに当選されました西尾正剛君をご紹介いたします。 

 

―議長の諸報告― 

○議長（増田一喜君） 諸般の報告をいたします。 

去る８月１７日に、松田達之君から一身上の理由により議員を辞職したい旨の

願いがありましたので、許可いたしました。 

去る１０月２６日に、上田健一君から一身上の理由により副議長を辞職したい

旨の願いがありましたので、許可いたしました。 

本日、管理者から議案３件が送付され、受理いたしました。 

その余の報告は、朗読を省略いたします。 

 

○議長（増田一喜君） これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手許に配付のとおりです。 

 

―日程第１― 

○議長（増田一喜君） 日程第１、議席の指定を行います。 

   議席につきましては、会議規則第３条第１項の規定に基づき、西尾正剛君を９

番に、上田健一君を１０番に指定いたします。 

 

―日程第２― 

○議長（増田一喜君） 日程第２、副議長の選挙を行います。 

お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定に基づき、指

名推薦にいたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇議長（増田一喜君） 御異議なしと認めます。 

   よって、選挙の方法は指名推薦とすることに決定いたしました。 

   お諮りいたします。 

   指名の方法については、議長において指名することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇議長（増田一喜君） 御異議なしと認めます。 

   よって、議長において指名することに決定いたしました。 

   副議長に、西尾正剛君を指名いたします。 
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   お諮りいたします。 

   ただ今、議長において指名しました西尾正剛君を副議長の当選人と定めること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇議長（増田一喜君） 御異議なしと認めます。 

   よって、ただ今指名しました西尾正剛君が副議長に当選されました。 

   ただ今副議長に当選されました西尾正剛君が議場におられますので、本席から

会議規則第３０条第２項の規定により当選を告知いたします。 

   西尾正剛君、承諾のご挨拶をお願いいたします。 

（西尾正剛君 登壇） 

 

〇副議長（西尾正剛君） おはようございます。 

（「おはようございます」と呼ぶ者あり） 

発言のお許しをいただきましたので、一言、副議長就任のご挨拶を申し上げま

す。 

ただ今、議員の皆様方のご推挙をいただきまして副議長に就任させていただく

こととなり、身に余る光栄であると同時にその責任の重大さを痛感しています。 

今後は副議長の職務を遂行するとともに、増田議長の補佐役として、消防行政

の推進及び議会の公正かつ円滑な運営に努めてまいります。 

皆様方の温かいご協力をお願い申し上げますとともに、当組合の更なる発展 

を祈念いたしまして、簡単措辞ではございますが、副議長就任のご挨拶とかえさ

せていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

○議長（増田一喜君） 以上で、副議長の選挙を終わります。 

 

―日程第３― 

○議長（増田一喜君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から１１月２４日までの２４日間といたしたいが、こ

れに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇議長（増田一喜君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

 

―日程第４～日程第６― 

○議長（増田一喜君） 日程第４から日程第６まで、すなわち、議第１６号から同第 

１８号までの議案３件を一括議題とし、これより提出者の説明を求めます。 

  

◎管理者（中村博生君） 議長。（挙手） 
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◯議長（増田一喜君） 管理者中村博生君。 

（管理者中村博生君 登壇） 

 

◎管理者（中村博生君） 皆さん、 おはようございます。 

（「おはようございます」と呼ぶ者あり） 

   本日は、八代広域行政事務組合議会令和５年１０月定例会を招集いたしました

ところ、議員各位におかれましてはお忙しい中にご出席をいただき厚く御礼を申

し上げます。 

このたび、本組合職員が酒気帯び運転により検挙されるという不祥事が発生い

たしましたことは、組合議会をはじめ、圏域住民の皆様の信用を大きく失墜させ

ることとなり、大変遺憾に思いますとともに深くお詫びを申し上げます。 

今後は、なお一層、服務規律を徹底させるとともに、職員の意識改革を進め、

信用回復に努めてまいりますので、議員各位におかれましては、引き続きご指導

の程よろしくお願い申し上げます。 

また、松田達之議員の辞職に伴い、新たに氷川町議会から本組合議員に選出さ

れました西尾正剛議員におかれましては、本組合議員へのご就任と副議長のご就

任、誠におめでとうございます。今後とも本組合運営につきましてご協力を賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

近代日本の首都圏に甚大な被害をもたらしました関東大震災が１９２３年に発

生してから、今年で１００年の節目を迎えるということでございます。 

日本列島においては、首都直下型地震や南海トラフ地震、日本海溝や千島海溝

周辺の海溝型地震の発生リスクを抱えていることに加えまして、管内には日奈久

断層帯が縦断し、常に大規模災害の危険と隣り合わせにあります。 

そのような中、１０月５日と９日に関東から九州地方にかけまして太平洋側沿

岸の一部に突如津波注意報が発表されましたが、伊豆諸島での地震活動や海底の

地滑りなどが原因と推測されるものの、依然として原因を特定できていないとい

うことであります。 

このように、これまでに経験したことのない災害の発生が危惧されますので、

当消防本部におきましても、引き続き災害への備えを万全にし、地域住民の方々

の安全・安心確保のため、日頃から警戒を怠ることなく対策強化に努めてまいり

ます。 

それでは、提案理由の説明に先立ちまして、最近の消防本部の動向についてご

報告申し上げます。 

 初めに、日本中央競馬会ウインズ八代様から、吊り下げ式のプロジェクター用

スクリーン２個を寄贈いただきました。ウインズ八代様には、毎年のご寄付に対

しまして厚く御礼申し上げますとともに、寄贈いただきましたスクリーンについ

ては、職員研修はもとより、住民の皆様への防火、防災の啓発活動、そして応急

手当の救急講習などに活用させていただきます。 

次に、消防表彰２件についてご報告いたします。 

１件目が、７月２６日日置町で発生しました救急事案で、運動競技中の男性が

心肺停止状態となり、その場に居合わせた３名の方と１名の施設職員の方が連携

し、１１９番通報、胸骨圧迫、ＡＥＤを使用してその場で心拍を再開させたもの

で、その功績に対しまして、８月２９日に４名の方を表彰いたしました。 

２件目が、８月２６日植柳下町で発生しました建物火災で、エアコンの室外機
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付近から出火している中、駆け付けた近隣住民４名の方が初期消火を行い、被害

を最小限に抑えられたもので、その功績に対し、９月２５日に辞退された１名を

除く３名の方を表彰いたしました。 

最後に、人事異動関係では、７名の新規採用職員が、約半年間に及ぶ消防学校

での初任教育を修了しましたことから、１０月１日付で人事異動を行い、新たな

体制で業務を開始しております。 

それでは、本議会に提案しております議案３件について、順次、その概要を説

明いたします。 

議第１６号令和４年度八代広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算で、決算事

務が完了し、監査委員の審査も終了しましたことから、その認定をお願いするも

のでございます。 

   議第１７号の令和５年度八代広域行政事務組合一般会計補正予算・第２号につ

きましては、八代消防署坂本分署のリース料について、固定資産税の支払い者の

変更に伴い、債務負担行為の設定を行うものでございます。 

最後に、議第１８号の八代広域行政事務組合火災予防条例の一部改正につきま

しては、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに

関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部改正に伴い、所要の改正を行

うものであります。 

以上が、提案理由の説明でございます。 

決算の詳しい内容につきましては、この後、消防長が説明いたします。 

よろしくご審議のうえ、何とぞご賛同いただきますようお願い申し上げまして、

提案理由の説明とさせていただきます。 

 

◎消防長（上野三郎君） 議長。（挙手） 

 

○議長（増田一喜君） 消防長上野三郎君。 

（消防長上野三郎君 登壇） 

 

◎消防長（上野三郎君） おはようございます。 

（「おはようございます」と呼ぶ者あり） 

   それでは、今回、提案しております、議第１６号令和４年度八代広域行政事務

組合一般会計歳入歳出決算についてご説明いたします。 

 お手許の資料の赤インデックス、議第１６号の４ページ、５ページの歳入につ

いて説明いたします。 

   表下段、歳入合計の欄ですが、予算現額２５億２６４万６２００円に対しまし

て、調定額２５億１４５万５２８９円、収入済額２５億１４５万５２８９円で、

予算現額と収入済額との比較では１１９万９１１円の減であります。 

 次に、６ページ、７ページの歳出について説明いたします。 

   表下段、歳出合計の欄でございますが、予算現額２５億２６４万６２００円に

対しまして、支出済額２４億２０９５万８９１３円、不用額８１６８万７２８７

円で、予算現額と支出済額との比較も同額であります。 

   ８ページをお願いいたします。 

   歳入総額から歳出総額を差し引いた歳入歳出差引残高は８０４９万６３７６
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円であります。 

 詳細な内容につきましては、９ページ以降の事項別明細書により説明いたしま

すので、１２ページ、１３ページをお願いいたします。 

 初めに、歳入につきまして、１３ページの収入済額の欄で説明いたします。 

 款１分担金及び負担金は２３億８５４万９６３７円で、組合規約に定める負担

割合に基づき、八代市・氷川町それぞれにご負担いただいたものでございます。

八代市の負担金額は２０億５２９８万７０３８円、氷川町の負担金額は２億５５

５６万２５９９円でございます。 

 款２使用料及び手数料は５３６万６８７１円で、消防使用料として、自動販売

機及び電柱設置に伴う行政財産使用料及び、消防手数料として、諸証明料や危険

物・煙火申請手数料などを収入いたしました。 

 款３財産収入は８５万７３３０円で、財産貸付収入として、自動販売機設置料

及び、利子及び配当金としまして、退職手当基金など３つの基金の預金利息を収

入いたしました。 

 款４繰越金は７９６３万８２０７円で、令和３年度からの繰越金でございます。 

 款５諸収入では１８１９万９２５円で、組合預金利子及び、１４ページ、１５

ページの県派遣人件費２名分や救急支弁金などの雑入でございます。 

 款６組合債は５８８０万円で、防災対策事業として、高機能消防指令システム

地図データ更新及び、災害復旧事業として、坂本分署庁舎解体工事及び仮設庁舎

プレハブリース経費の財源として起こした地方債でございます。 

  款７繰入金は３００５万２３１９円で、退職手当基金を廃止したため一般会計

へ繰り入れたもので、これは消防施設整備基金へ積み立てる財源となったもので

ございます。 

   以上が、歳入の決算内容でございます。 

 次に、歳出について説明いたしますので、１６ページ、１７ページをお願いい

たします。 

   １７ページの支出済額の欄にて、千円未満を切り捨ててご説明いたします。 

 款１議会費は３５万４０００円で、その内訳は、各節の備考欄に記載しており

ますように、議員報酬や議会運営に要した経費でございます。なお、不用額８８

万２０００円は、新型コロナウイルス感染拡大のため、議員行政視察を中止とし

たことなどによるものでございます。 

 款２総務費は８８６８万円で、項１総務管理費と次ページの項２監査委員費の

支出合計でございます。 

まず、項１総務管理費は８８６６万２０００円で、不用額２２２万９０００円

であります。その支出の主なものは、節１０需用費８２３万円で、主に組合広報

紙キララの印刷製本費や庁舎管理に係る修繕料などに要した費用でございます。 

節１２委託料８６９万４０００円は、主に庁舎清掃委託費や法制支援・例規管

理システム保守委託などに要した費用で、不用額８７万８０００円につきまして

は、庁舎清掃をはじめとした業務委託の入札残によるものでございます。 

１８ページ、１９ページをお願いいたします。 

節１３使用料及び賃借料は９２５万４０００円で、主に財務会計システム等リ

ース料や坂本分署の仮設庁舎リースなどに要した費用でございます。 
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節２４積立金は６００７万７０００円で、庁舎建設基金及び消防施設整備基金

へ積み立てたものでございます。 

項２監査委員費は１万７０００円で、監査委員の報酬など監査事務に要した費

用でございます。 

次に、款３消防費は２１億８２７万１０００円で、不用額は７３９２万７００

０円であります。 

目１常備消防費は１７億４３７２万５０００円で、不用額は６２３７万１００

０円であります。その支出の主なものは、節２給料から節４共済費までの消防職

員２２１人、再任用職員１３人分の人件費、１５億７７２５万３０００円であり

ます。 

節１０需用費は４３５２万円で、主に事務用品などの消耗品費、消防車両など

の燃料費、電気代などの光熱水費、車両等の修繕などに要した費用で、不用額２

２０万２０００円につきましては、燃料費や光熱水費など経費削減等によるもの

でございます。 

２０ページ、２１ページをお願いいたします。 

節１１役務費は１２２１万６０００円で、主に通信指令回線等の通信運搬費や

消防車両等の自動車保険料などに要した費用で、不用額１４８万７０００円につ

きましては、通信費の減少等によるものでございます。 

節１２委託料は４８８３万６０００円で、主に高機能消防指令システム等保守

委託や同指令システムの地図データ更新業務委託などに要した費用で、不用額２

５７万３０００円につきましては、業務委託に係る入札残等によるものでござい

ます。 

節１３使用料及び賃借料は２２７７万円で、主に職員の寝具やパソコン等のリ

ース料などに要した費用でございます。 

節１７備品購入費は２５８３万３０００円で、主に空気呼吸器などの機械器具

や職員の被服購入、自動心肺蘇生器などの災害対策強化などに要した費用で、不

用額２２０万２０００円につきましては、これらの入札残によるものでございま

す。 

節１８負担金、補助及び交付金は９２６万３０００円で、主に救急救命士研修

所や県消防学校等への入校経費などに要した費用で、不用額１７７万８０００円

につきましては、消防大学校予防課程の中止等によるものでございます。 

次に、目２消防施設費は６６８万３０００円で、その主なものとしまして、節

１７備品購入費は６６１万８０００円で、消防用自動二輪車３台の購入に要した

費用でございます。 

次に、目３特別防災費は、石油コンビナート等災害防止法に基づく経費としま

して、八代市にご負担いただいているものでございます。主なものとしましては、

節２給料から２２ページの節４共済費までの職員２０人分の人件費、１億４６８

０万２０００円でございます。なお、節８旅費から節２６公課費までにつきまし

ては、常備消防費と同様の支出内容でございます。 

次に、目４庁舎建設事業費は２億３９１万１０００円で、不用額は３８７万４

０００円でございます。その支出の主なものとしまして、節１２委託料は５９４

２万４０００円で、主に、仮称・新開消防署庁舎建設事業に係る実施設計などの
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業務委託に要した費用でございます。 

節１４工事請負費は１億４４４８万７０００円で、主に、仮称・新開消防署庁

舎建設事業に係る造成工事などに要した費用で、不用額３８７万３０００円につ

きましては、工事入札残によるものでございます。 

２４ページ、２５ページをお願いいたします。 

次に、款４災害復旧費は４１１９万７０００円で、令和３年度からの繰越事業

であります坂本分署庁舎の解体工事費に要した費用でございます。 

次に、款５公債費は１億８２４５万５０００円で、庁舎建設事業債、公共用地

先行取得等事業債、消防施設整備事業債及び災害復旧事業債の償還金でございま

す。 

最後に、款６予備費については支出はございません。 

以上が、歳出の決算内容でございます。 

２６ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書ですが、歳入総額は２５億１４５万５０００円、歳出総

額は２４億２０９５万９０００円で、歳入歳出差引額は８０４９万６０００円と

なり、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額も同額の８０４

９万６０００円となります。 

以上で、議第１６号令和４年度八代広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算に

ついての説明を終わります。 

 

○議長（増田一喜君） 以上で、提出者の説明を終わります。 

日程第４から日程第６までの議案３件の議事をしばらく中止いたします。 

 

―休会の件― 

○議長（増田一喜君） この際、休会の件についてお諮りいたします。 

明１１月２日から１１月２３日までは休会といたしたいが、これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇議長（増田一喜君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

 

〇議長（増田一喜君） 日程第４から日程第６までの議案３件の議事を再開いたし  

ます。 

 

〇議長（増田一喜君） この際、お諮りいたします。 

本３件に対する本日の議事はこの程度にとどめ、延会といたしたいが、これに 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇議長（増田一喜君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

なお、明１１月２日から１１月２３日までは休会とし、次の会議は１１月２

４日定刻に開き、質疑並びに一般質問を行います。 
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質疑、並びに一般質問御希望の諸君は、明１１月２日の正午までに発言通告

書をご提出ください。 

本日は、これにて延会いたします。 

 

（午前１０時２８分延会） 


